






































































































































































































































































































































































































































































































































































































b:r; ha tsarirah，即ち「世界を体とする者」とか， Iプラティエーティ・アー
ハヴァム pratyetyahavamJ，即ち「帰依者の招きに応えてお越しになる
者」などと，説明されている4九彼は，悲嘆にくれる人のために，大地を三三
度踏破したと言われているヘ
プーシャン神も今一柱の太陽神である。彼は，田園神および家畜の護り手
として，明らかに人聞の友である。彼は，徒歩旅行者や農夫の神でもある。
ラスキンによれば「曙の荘厳さほど，深遠で荘重なものはない」。朝毎に
光と命の閃光を放つ果てしない曙は，ギリシャのエオスに当たる女神ウーシャ
スとなる。アシュヴィン双神に愛される朝の輝く侍女ウーシャスは，アシュ
ヴィン双神がその黄金の光線で彼女を胸に抱こうとすると，彼を前に消えて
いく。
アシュヴィン双神は，およそ 15の讃歌で勧請され，他の多くの讃歌でも，
部分的に招来される46)。彼らは，互に切り離せない双子の，光彩臨離たる輝
ける主であって，猛く，素早く，早きこと，鷲のごとくである。彼らは天空
の子供たちで，曙は，二人の姉妹である。黄昏の現象が，二人の物質的基盤
だと思われている。そこでニ人は，それぞれ曙と夕暮れに対応することにな
る。彼らは次第に神々と人間たちの医師となり，奇跡を現ずるものとなり，
夫婦の震と生活の守護者となり，ありとある苦しみに打ちひしがれた者たち
の解放者となる。
何人かのアーディティヤたちを産むアディティについては，すでに言及し
た。アディティの文字通りの意味は， I拘束のないとか，制約のない」であ
る。それは，私たちの四方八方を取り巻く，見えざるもの，無限なるものの
名称のように恩われるが，それはまた，大地と察と空を越えて広がる，果て
しない広がりをも表わしている。それは，ここにあると同時にここを越えて
もいる，一切の広大な基層である。「アディティは，空であり，中間領域で
あり，父であり母であり息子である。アデイチイは，すべての神々であり，
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5つの部族である。アディティは，すでに生まれているものの一切であり，
やがて生まれるものの一切である」叫。ここにおいて私たちは，一切を抱き
とめる普遍者，一切を産み出す自然そのもの，計り知れない潜在性，サーン
キャ哲学の説く根本原質，プラクリティを持つことになる。これは，アナク
シマンドロスのト・アペイロン， I無限なるものJに対応する。
神とされる重要な自然現象に，火がある。火神アグニ田)は，重要性にお
いて，インドラに次ぐ第二の神として，少なくとも 200の讃歌で呼びかけら
れている。アグニという観念は，その熱によって燃えないものにまで火をつ
けてしまう， じりじりと焼けつくような太腸から生まれた。それはまた，雷
おこ
光を放つ雲からも来ている。火打石にも起源がある5~火越し棒からも来て
いる52)。プロメテウスのように，マータリシュヴァンは，空から火を持ち帰っ
て，これをブリグ族の世話に任せたのだと思われている日〕。黄褐色のあご髭
と，とがった顎と，燃え立つような歯を持った，アグニの説明に見られる物
理的様相は，一目瞭然である。薪とギーが彼の食べ物である。彼は，夜の閤
を払う太陽のように輝く。彼が森に分け入るとき，その道は暗く，彼の声は，
天に響く雷のようだ。彼は，煙立つ光線， ドゥーマケートゥ dhumaketuと
して，煙を自分の旗印にしている。「おお，アグニ神よ，私が捧げるこの丸
太を受けとり給え。これを明るく燃え立たせて，聖なる煙を立ち昇らせ，御
身のたてがみで天の頂に触れて，太陽の光線と立ち混じり給えJ制。このよ
うに，火は，地上の炉床や祭壇にだけ存在するのではなく，太陽や曙のよう
に，また雲の中の雷光のように，空にも，大気の中にも，存在している。こ
の概念は，次第に抽象的になるにつれて，ますます崇高なものになってし吋。
彼は，神々と人間の仲立ちとなり，あらゆるものの助け手となる「おお，ア
グニ神よ，ヴァルナ神を，私たちの捧げもののところまで，お連れ下さい。
空からインドラ神を，大気からマルト神を，お連れ下さい」田)0 I私は，アグ
ニ神を，わが父とも，血族とも思うのです。我が兄弟とも，友人とも思うの
です」叩。
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インスピレーションの神にして，不死の生命の与え手，ソーマは，アヴェ
スターのハオマや，ギリシャのワインと葡萄の神，デイオニソスに類似して
いる。これらはすべて，人を酔わせるものへの崇拝である。哀れな人は，自
分の悲しみを紛らわせてくれるあれこれのものを要求する。人受酔わせる飲
み物を初めて飲んだ時，彼は，喜びに打ち震える。彼は，確かに，頭がおか
しくなるが，これは，聖なる狂気だと考える。私たちが，霊的ヴィジョン，
突然のひらめき，より深い洞察，溢れる慈悲心，一段と広がった理解力など
と呼ぶものは，みんな，魂のインスピレーションを受けた状態に付随するも
のである。スピリットを高揚させる飲み物が，聖なる飲み物になることに，
不思議はなL、。ホイットニーは，次のように述べている。「その全宗教が，
自然の素晴らしい力や現象の崇拝にあった，単純な心のアーリヤの人たちは，
その液体には，スピリットを高揚させて，個人に並外れた行為を促して，こ
れを可能にするような影響を与えることで，一時的な熱狂を産み出す力があ
ることぞ認めるや，直ちに，それには襲なるものが宿っていることに気付い
たのだ。それは，彼らの理解からすると，それが入った者たちに，神のごと
き力を授けてくれるー柱の神なのであった。そういう力をもたらしてくれた
植物は，彼らにとっては，植物の王様となり，調合のプロセスは，それ自体
が神聖な供犠となった。したがって，用いられる道具も聖なるものとなった。
こういう祭式が古代の風習となっていたことは，それがおこなわれているこ
とをしめす言及が，ペルシアのアヴェスターの中にあることで，立証され
ているが，それは，インドの領域では，新しい衝撃に出会ったように思われ
るJ'九ソーマは，完全に人格化されたわけではない。この植物とジュース
は，詩人自身の心においてきわめて活発に働くので，詩人はこれを容易に神
格化することはできないのだ。ソーマに呼びかけられた讃歌は，このジュー
スが当の植物から絞られている聞に詠われるよう，意図されている。「イン
ドラが飲むように注がれる，おお，ソーマよ，どこまでも清らかに，いとも
甘美で，こころを浮き立たせる流れとなって，流れ続けたまえ」田〕。リグ・
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ヴェーダのv温， 48， 3では，ソーマの崇拝者は，次のように叫んでいる。「私
たちは，ソーマを飲みました。私たちは不死になって，光の中に入りました。
私たちは神々を知ったのです」と。霊的エクスタシーと物理的酪町のこうい
う混乱は，ヴェーダの時代に特有なものではない。ウィリアム・ジェームズ
も，酔っぱらった意識ほ，神秘家の意識に，少し似ていると言っている。私
たちは，物理的酪町によって，神的存在に達することが出来ると，信じられ
ている。ソーマは，次第に医学的力を撞得して，眼の見えない者を助けて，
眼が見えるようにし，歩けない者を助けて，歩けるようにするようになる日〕。
ソーマに捧げられた次の美しい讃歌は，ヴェーダ期のアーリヤ人の気持ちの
中では，ソーマを飲む場所がどんなに重要であるかを，示している。
この世にあって，永遠の光があるところ，不死にして不誠なる世界にあっ
て，太陽の見えるところ，おお，ソーマよ，そこに，私を置きたまえ。
ヴィヴァスヴァットの息子が王として支配しているところ，天の，秘密
の場所があるところ，これら力強い流れのあるところ，そこで，私を
不死なるものにしたまえ。
天空の第三天にあって，生命が自由なところ，諸々の世界がこぞって耀
いているところ，そこで，私を不死なる者にしたまえ。
望みや願いのあるところ，輝かしいソーマ安住ぐお椀のあるところ，食
べ物と喜びのあるところ，そこで，私を不死なるものにしたまえ。
幸せと歓びがあるところ，喜びと楽しみが住まうところ，私たちの願い
という願いが叶えられるところ，そこで，私を不死なる者にしたま
.:; 60) 
o 
今引用したソーマへの讃歌では，ヴィヴァスヴァットの息子に言及されて
いるが，彼は， リグ・ヴェーダのヤマYamaの息子で，アヴェスターのヴィ
ヴァンフヴァント Vivanhvantの息子，イマ Yimaに当たる。ヤマに向け
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られた讃歌は3つある。彼は，死者の頭(かしら)で，神ではなく，死者を
治める者である。彼は，死すべき者どものうち，最初に死んで，彼岸への道
に分け入った者であり，父祖の道を初めて辿った者である6九後に彼は，新
参者唱とi思えるホストとして振る舞う。彼は，死者の国の王様であるが，それ
は，そこでの経験が最も長いからだ。彼は，日没の神として勧請されること
もある62)。ブラーフマナでは，人を裁いて懲らしめる者となるが， リグ・ヴェー
ダでは，まだ，ただの王様である。ヤマは，ルキアヌスがへラクレイトスの
口を借りて言った台調， I人間とは何者か。死すべき神々か。神々とは何者
か。不死な忍人聞かJの真実を，具体的に例示している。
パルジャニャ Parjanyaは，アーリヤの天空の神であったが，アーリヤ人
のインド侵入後に，インドラになったようだ。インドラは，アーリヤ人の他
のどの一族にも知られていなL、からである。ヴェーダでは，パルジャニャは
空の別名である。「大地が母であり，私は大地の息子である。パルジャニャ
が父なのだ。父よ，どうか私たちを助けたまえJ岡〉。アタルヴァ・ヴェーダ
では，大地は，パルジャニャの妻と呼ばれているω。パルジャニャは，雲と
雨の神である問。彼は，全世界を神として治めている。あらゆる生き物は，
彼のおかげによっているからだ。彼は，動くもの留まるもの一切の，命であ
る師)。パルジャニャという言葉が，また，雲や雨の意味で用いられている箇
所も，ある 67)。マックス・ミューラーの意見では，パルジャニャは，ペルク
ナスと呼ばれるリトアニアの雷神と同じだという的。
畏怖心と恐怖心を喚起する自然現象のうち，激しい雷雨に匹敵しうるもの
はない。「そう，私が雷と雷光を放てば，君は，私を信じるはずだ」と，イ
ンドラは言う。彼に呼びかけられた讃歌からすると，インドラが，ヴェーダ
の中で最も人気の高い神である。アーリヤ人がインドに入ってみると，イン
ドの豊かさは，一重に，雨のあるなしによっていることが分かった。雨の神
は，おのずからインド・アーリヤ民族の国民的な神となる。インドラは，大
気現象の神であり，青空の神である。彼は，インドのゼウスである。彼の自
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然における起源は，明らかである。彼は水と雲から生まれる。彼は雷需を自
在に用いて，閣を制覇する。彼は私たちに光と命をもたらし，私たちに力と
新鮮さを与える。天は，彼の前に頭を垂れ，大地は，彼が近づくと，うち震
える。次第に，インドラの，~と激しい雷雨との結びつきが;忘れられて L、<0
彼は，神的スピリットとなり，全世界と全生物の統治者となって，あらゆる
ものに眼と耳を向け，人聞には，一番相応しい考えや衝動を吹き込む者とな
る69)。干ばつというデーモンと閣を征服してくれる激しい嵐の神は，アーリ
ヤ人の先住民族との戦いにおける，戦勝の神となる。時代は撤しく動いてい
て，人々は征服と文配の冒険に明け暮れていたが，インドラは，異質の信仰
を持つ先住民族とは，何のかかわりも持たないであろう。「生まれた途端に
神々を庇謹し，その力を前にしては，天界も地界も戦く英雄神。諸君よ，ぞ
れがインドラなのだ。素早く大地を造って，山を重ね，大気の広がりを測っ
て，天を支える英雄神。諸君よ，それがインドラなのだ。大蛇を屠って.7 
つの河を開放し，戦いの大槌として，牛たちを救出する英雄神。諸君よ，ぞ
れがインドラなのだ。諸君が疑いをもって，いったいどこにいるのかと尋ね
てもいないので，馬鹿にしていると，敵の持ち物を吹き散らしてくれるので，
ついに信じるところとなる，恐るべき神。諸君よ，それがインドラなのだ。
その助けなくしては，人が征服することは決してなく，気が付くと，その矢
が， もう邪悪な者どもを殺してくれている，英雄神。それがインドラなの
だj10)。このチャンピオン神は，最高の神的属性を獲得して，空と地，海と
山を統治し71) ヴェーダのパンテオンにおける最高の地位から，次第にヴァ
ルナを退去させてしまう。正義と滑らかさを湛えて，一貫した目的を内に秘
めた，王侯然たるヴァルナは，アーリヤ人が突入した闘争と征服の活動的な
時代に不似合である。そこで私たちは，ヴェーダ世界のこの大革命のこだま
を，いくつかの讃歌のうちに聴き取ることになるのである問。
インドラもまた，インドに定住した様々な部族が崇拝する神々と戦わなけ
ればならなかった。河の崇拝者切，アシュヴァッタ樹が様々に存在した叫。
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インドラが戦った悪鬼の多くは，大蛇，ヴリトラのような部接神たちであっ
た7九リグ・ヴェーダ期におけるインドラの，また別の敵は，クリシュナと
呼ばれる部族の神格化された英雄，クリシュナであった。詩では，次のよう
に詠われている。「駿足のクリシュナは，一万の群聞を率いて，アムシュマ
ティ(ジュムナ〕河の堤のほとりに暮らしていた。叡智溢れるインドラは，
この，大声で号令を発する頭目の存在を，知るようになった。インドラは，
我らが利益のために，略奪容を重ねるこのリーダーを，打ち滅ぼしてくれたの
だJ76l。これは，サーヤナが示唆している解釈でもあるが，この物語は，ク
リシュナ信仰とのつながりで，興味深L、。後のプラーナ喪典では，インド
ラとクリシュナの対立について語っている。おそらく，クリシュナは， リ
グ・ヴェーダ期にインドラによって征服された牧畜の神であったものが，パ
ガヴァッド・ギーターの時代になると，失った領土の多くを取り戻して，パー
ガヴァタのヴアースデーヴァや，ヴァイシュナヴァのヴィシュヌとされて，
一段と強化されたのであろう。彼ぞ，ジュムナ河の堤で筒奇吹く牧夫でもあ
れば，絶対者の化身でもある，パ刀ガ、ヴアツド.ギ一夕一の著者にさせたのは，
このような多方面にわたる起源と歴史に他ならなLい、7η
インドラの傍らには，他の大気現象を表わす，風神ヴァータやヴァーユを
はじめ，恐ろしい暴風神マルト神群や，怒号神ルドラなどの弱小神が控えて
いた。風4をめぐってある詩人は次のように詠っている。「彼は，どこで生ま
れ，いつ湧き出したのか。神々の命，世界の旺芽よ。かの神は動き回り，彼
が位置するところ，声はすれども，姿は見えずJ8l。ヴァータは，インド・
イランの神である。マルト神群は，インドで実によく見られる猛烈な嵐一一
「その時，大気は，ほこりや雲によって暗くなり，樹木の茂みは一瞬にして
丸裸にされ，その枝はおののき，その幹はポッキリと折れ，あたかも大地は
巻き上げられ，山は震え，河は激しく打ちつけられて，抱立ち逆巻くかに思
われる」叫ーーが，神格化されたものである。マルト神群は，強烈で破壊的
な神々であるが，親切で恵み深い神々になることもある。彼らは世界を果て
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から果てまで鞭打ったり，大気を浄化して，雨をもたらしたりする紛。彼ら
はインドラの仲間であり，ディヤウスの息子である。インドラは，マルト神
群の長子と呼ばれることもある。彼らは，また，その猪猛な側面から，軍神
ルドラの息子であると見なされることもある剖)。ルドラは， リグ・ヴェーダ
では，ごく従属的な位置を占めているだけで，丸ごと讃えられている讃歌と
しては，三つあるだけである。彼は，両脇に雷震を抱えて，空から稲妻安放
つ。後に彼は，彼をめぐって発達した全伝統と共に，慈悲神シヴアとなる7.，8田2
私たちはまた，同様に発達した若干の女神たちにも，出会うことになる。
ウーシャスとアディティは，女神である。シンドゥ河は，一つの讃歌で，
女神として讃えられており吹河につけられた最初の名称であるサラスヴァ
ティーは，次第に学芸の神になってL、く制。ヴアークは，弁舌の女神である。
アーラニャーニは，森の女神である回。後のシャークタ・システムは， リグ・
ヴェーダの女神たちを活用することになる。ヴェーダのアーリヤ人は，一切
の垢を焼き尽くす神の光をめぐって膜想しながら，シャクティ，すなわち神
のエネルギーに向かつて，祈りをささげた。「御身，女神よ，来たりて，我
らの願いを叶え給え。御身は，不死の神として，ブラフマンにも匹敵すれば
なり」附。
思考が，物質的なものから霊的なものへ，物理的なものから人格的なもの
へと進むと，抽象的な神について考えることが，容易になった。そうした神々
のほとんどは， リグ・ヴェーダの最後の巻で現れるところから，その起源が
比較的遅いことを，示している。そのような神々のなかに憤怒神マニ
ウ87)や信仰神シュラッダ_88)などがいる。神という真の考え方に関連のあ
る若干の特性も，神格化される。サーヴィトリ 89)と同じだとされることも
あるトゥヴァシトゥリは，世界の「造り手Jもしくは建築家である。彼は，
インドラの雷霊を鍛造し，ブラフマナスパティの斧を研ぎ，神々がソーマ酒
を飲むときのカップを造り，あらゆる生き物に形を与えた。ブラフマナスパ
ティは，きわめて後期の神で，イ共犠がはやりだした時期に属している。もと
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もとは祈りの神であったものが， じきに供犠の神になったのである。私たち
は，彼のうちに，純粋なヴェーダ宗教のスピリットが，後のバラモン教へと
移行していく姿を見出すのであるω。
羽
一神教的傾向
これからアタルヴァ・ヴェーダをめぐる私たちの議論を過して見ていくよ
うに，アーリヤ人的世界の境界を超えた神話的な考え方が，別の思考秩序に
属するものとして，ヴェーダのパンテオンに入っていった。こうして神々や
女神たちがひしめき合う状況は，知性を退屈させる結果となった。そこで，
ごく早い時期に，ある神を別の神と同一視したり，あらゆる神々を一纏めに
したりする傾向が生まれた。この分類の試みから，神々は，大地と，大気と，
空の，三つの領域に分けられることになった。こうした神々の数は 333もあ
ると言われたり，その組み合わせは3つだと言われたりもする引〕。神々は，
同じ機能を果たしているときは，ペアーで呼び出されることもある。また彼
らは，ヴィシュヴェー・デーヴァ Visved邑val:).，即ちパンテオンという大き
な考え方の中に，まとめて容れられることもある。こういう組織化の傾向は，
神々や女神たちがひしめき合って，お互いの邪魔ばかりしている無政府状態
よりも，そのほうが単純で論理的なところから，おのずと一神教に帰着した。
一神教というのは，神についてのまともな考え方なら，どんなものでも避
けられない。至高の存在は，ただ一つであるからだ。至高にして究極の存在
宅長，二つ持つわけにはいかなL、。ある神は別の神によって創造されたのかと
いう問いが，いたるところで生まれた。創造された神はどんな神も，神では
ない。この世の働きゃ神性への洞察が深まるにつれて，多くの神々は，とか
く融合して一つになっていった。天則， リタという観念を過して気付かれる
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ところとなった統ーという認識が，一神教の支えとして機能した。自然の多
様な現象が多くの神々を要求するのなら，自然の統ーは，存在するもの一切
を抱きとめる単一の神を求めて，当然ではないのか。自然の法則への信頼は，
ー柱の神への信仰を意味する。
この考え方が進むと，迷信は麻棒状態に陥る。自然のきちんとした組織に
は，迷信と混乱した思考ばかりが多神教の徴となっているような，奇跡の介
入を受け入れる余地はなL、。私たちはヴァルナ崇拝の中に，一神教への最短
距離を見出す。正義，善行，高潔憐れみといった道徳的ならびに霊的な属
性が，彼に帰せられているからだ。より高くより理想主義的な側面がますま
す強調されていくのに対して，粗雑な側面や物盤的側面は，圧迫されたり比
較的軽んじられたりするようになっていったo.ヴァルナは，人と自然が帰属
し，この世と他の一切の世界が帰属する神である。彼は，外面的振る舞いを
気遣うだけではなしに，内面生活の清らかさにも，気遣いを見せる。ー柱の
至高の神を秘かに求める宗教意識は，ヴェーダの交替神教henotheismと
して特徴づけられるものを通して，顕かになった。この言葉を造ったマック
ス・ミューラーによれば，交替神教というのは，各神々を，まるでその神が
最大かっ唯一の神でさえあるかのように， )1固に崇拝していくものである。し
かし，この立場は，そっくり，一つの矛盾した論理を抱えている。心情は正
しい前進の道を示しているのに，信念はそれに矛盾しているからだ。私たち
が複数の神を持つことが出来ないのは，宗教意識がそれに逆らうからだ。交
替神教というのは，一神教に向かう無意識の手探りのようなものである。そ
れでも人間の弱い心は，自らの対象を求めている O インド・アーリヤ人は，
究極の存在の神秘と，広く行き渡っている考え方の不十分さを痛感していた。
至高者として崇拝される神々は， しばらくは，いずれかー柱だけが最高の地
位を占めても，互に横並びの存在であった。一柱の神が，他の神々を否定す
るわけではなし、。弱小の神々でも，最高のランクにつくことがあるからだ。
それは，ーにかかって，詩人の献身的信仰がどれほどで，詩人がどの対象を
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特別なものとして目指すのかに，よっている。「ヴァルナは天であり，ヴァ
ルナは大地であり，ヴァルナは大気であり，ヴァルナは宇宙であり，その他
一切である」。アグニがあらゆる神々になることもある。時にはインドラが，
他の神々より偉大な神とな勺たりもする。どの神も，その聞は，あらゆる神々
の複合写真のようなものになるものと思われる。宗教体験の中心的事実をな
す，神に寄せる人聞の全帽の帰依は，ただー柱の神に対してしか，成り立た
ないはずだ。だとしたら，単一神教というのは，宗教の論理的帰結のように
も思われるのだから，ブルームフィールドが示唆しているように， I多神教
が，恩恵も乏しくなり，決定的魅力にも欠けてきたところから， 日和見主義
的な一神教に帰着したもので，そこでは，どの神も王権を握るのに，これを
保ち続ける者はいなL、」田)というのは，当らないことになる。
各神が創造主と見なされて，この世の造り手ヴィシュヴァカルマンという
属性と，生き物たちの主ブラジャーパティという属性が付与されると，とり
わけ神々のなかには，腰昧で混乱した観念にすぎずに，本格的な人格にも穂
遠いとい勺た神々がいる場合には，それぞれの人格的な特異性をそぎ落とし
て，共通の機能をもとにー柱の神を造ることが，容易になる。
ヴァルナ崇拝にはっきり見られるような，徐々に理想化されていった神に
ついての考え方や，とかく神々を互いに合流させようとしていた宗教の論理
や，一神教の方向に，つまりは，天則リタという考え方や自然の統一といっ
た方向に顔を向けていた単一神教や，人聞の心を組織だったものにしようと
する衝動などが，みんな一つになって，霊的一神教をもって，多神教的神人
同型向性説の代わりとする方向に，働いたのである。この時期のヴェーダの
預言者たちは，それ自身は，創造されもしなければ破壊されもしないような，
宇宙奇創造した単一の原闘を発見することに，興味を拍いていた。そのよう
な一神教を確立する唯一つの論理的な道は，神々を一つのより上位の存在の
もとに従属させるか，下位の神々を統制できるような支配霊のもとに従属さ
せるか，であった。このプロセスは，一つの神を強く求める気持ちを満たし
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てくれる一方，過去とのつながりを保つことも許してくれた。しかしながら，
インド的思考は，どんなに大胆で誠実なものであっても，硬直して粗雑なも
のであったことは，決してない。それは，概して，不人気になることを好ま
なかったところから，妥協するのが普通であったからだ。無慈悲な論理とい
うのは，また同時に嫉妬深い主人でもあったため，仕返しを受けずにはすま
なかったこともあって，今日のヒンドゥイズムは，その順応的スピリットの
おかげで，哲学，宗教，神話，魔術から成る異種混成の集団を意味すること
になったのである。多くの神々は，普遍的スピリットを互いに異なる仕方で
体現する者と見なされた。彼らは，至高者の宗主権のもと，それぞれ別々の
領域で統治を行った。彼らの権力は，あくまでも委任されたものであって，
その統治権は，王権ではなく，副王権に属していた。混乱した自然崇拝の気
まぐれな神々は，その振る舞いが一つの調和に満ちたシステムを通じて規制
を受けるといった，様々な宇宙エネルギーとなった。インドラやヴァルナで
さえもが，官僚的な神格となった。リグ・ヴェーダの後期の部分では，最高
の位は，ヴィシュヴァカルマンに授けられた制。彼は，あらゆる方向に眼と
顔と腕と足を持ち，その腕と翼を使って天と地を麗み出し，諸々の世界をこ
とごとく知っているのに，死すべきものたちからの理解は絶しているといっ
た，一切を見通す神であった叫。ブリハスパティも，最高ランクに値すると
主張した。それは，多くの場所で，生き物たちの主，プラジャーパティとさ
れた9九黄金の神，ヒラニヤガ、ルパは，至高者の名前となって出現し，存在
する一切の，唯一の「主」と呼ばれた附。
四
一神教対一元論
ヴェーダ讃歌の時代においでさえ，単に荒削りな想像力や空想だけではな
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く，熱心な思考や探求もあったことは，疑問に満ちた気分が実にしばしば車
強されている事実からも，うかがわれる。多くの神々を要請する必要は，事
実をただ与えられるままに受け取るのではなく，物事を理解したいと切に願
う，心の衝動に発するものであった。「太腸は，夜は，どこにいるのだろうj，
「星たちは，昼間のうちは，どこにいるのだろうj，r太陽は，どうして落ち
て来ないのだろうj，r夜と暴では，どちらが先で，どちらが後なのだろうj，
「風はどこから来て，どこに行くのだろうj9九こうした疑問が，科学と哲学
すべての発祥の地を構成する，畏れと驚きに満ちた疑問であり感情であった。
私たちはまた，本能的に知識を求める模索が，あらゆる形態とZ思想、を通して
明らかになることも，すでに見た。多くの神々が主張されたが，人間の心情
に発する憤れは，神々のひしめくパンテオンで満たされることはなかった。
どの神が本当の神なのか，という疑問が生じた。「私たちは，どの神に供物
を俸げたらよいのだろうjKasmai devaya havi詞vidhema9九神々の慎ま
しい起源は，きわめて厩然としていたが，新しい神々がインドの土壌で育っ
と，その中には先住民族から借り受けた神もあった。私たちを信仰深くして
くれる祈りというのは円借何心が揺るぎないときには，かえって成り立た
ない。懐疑論が広まっていた。インドラの実在と優位性までもが，疑問の的
となった刷。ナースティカ，即ち否定的スピリットは，一切合財を，嘘と
誤りで闘めたものとしてお払い箱にするのに，忙しかった。讃歌は，知られ
ざる神々に向けられた。私たちは「神々の黄昏」に帰着するのだ。そこでは，
神々がゆっくりと死に絶えていく。ウパニシャツドでは，黄昏が夜に代わっ
て，正に神々が，過去を夢想する者たちにとっては別として，姿を消していっ
た。一神教期の単一の偉大な存在でさえ，批判をまぬかれなかった。人聞の
心は，神人同型同棲性説的な神には，満足することはないからだ。もし私た
ちが，そのもとに他の神々が存在するような，一柱の偉大な神が存在するの
だと言っても，問うべき問いが，まだ残っている。「身体を持たない者が身
体を持つ者安産んだとき，最初に生まれた者を見たのは，誰なのか。宇宙の
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生命や血液や自己は，一体どこにあるのか。誰がこれを知っているのかと，
出かけて尋ねたのは，誰なのか」川。これは，哲学の根本問題である。生命
とは，宇宙の本質とは，いったい何なのか。ただのドグマでは，役に立たな
い。私たちには，霊的実在を感じたり，体験したりすることが，必要になる
のだ。そこで， I最初に生まれた者を見たのは，誰なのか」という問いが，
あらためて問われることになる附。探求的な心は，個人的な満足や‘幸せを
気遣うより，むしろ絶対的な貰理に関心を寄せた。私たちが神を，野蛮人と
共に，傷つけられて怒りに駆られた人間と見ょうと，文明人と共に，慈悲と
憐れみに満ちた存在と見ょうと，全大地の審判者にして，この世の作者にし
て批判者というのは，批判に耐えることはできなし、神人同型向性説的な観
念などは，消え去るほかない。それらの観念が与えてくれるのは，神の代理
物であって，真の生きた神ではないからだ。私たちが信じなければいけない
神は，生命の中心としての神なのであって，人間の心に映し出された神の影
などではなL、。神は，私たちを四方八方から取り巻いている，汲めども尽き
せぬ光なのだ。プラーノー・ヴィラーティ PranoVirat I生命は，計り知れ
なL、」のである。それ，光もしくは生命は，物事ばかりか，思考をも含んで
いる。閉じことが，様々な様相のもとで顕かになる。神は，一者にして一様，
永遠にして必然，無限にして全能の存在であるからだ。そこから，一切が流
れだし，そこに，一切が帰入するのだ。人格的な神の情緒的な価値がどんな
であろうと，真理は，別の基準を立てて，別の崇拝対象を要求する。真理は，
どんなに冷たく，よそよそしいものに見えようと，どんなに畏れ多く，つま
らないものに見えようと，真理であることをやめることはなL、。今日でも大
多数の人類がしがみついているような一神教は，後期ヴェーダの思想家を満
足させることはできなかった。
彼らは， I存在」サット Satという中性の用語を中心原理に応用して，そ
れが性別を超えていることを示した。アグニや，インドラや，ヴァルナでさ
えも，それが採った形態であり名称でしかないような，背後に隠れた者が実
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在することを，彼らは確信していた。その者とは，多者ではなくー者であり，
「動くものと留まるものの一切，歩く者や期ぶものの一切，互いに異なる形
で生まれたもの一切」を附治めている，非人格的な存在である。「本当に存
在するのは，一者であって，識者はそれを，アク守ニ，ヤマ，マータリシュヴァ
ンなどと，様々な名前で呼ぶのだJlω。
星の瞬く天，広大な大地，豊かな海，たたなづく丘，これらは，
すべて，一つの心が採る異なる働きにして，同じ顔が見せる異なる表情，
一つの樹木に咲く異なる花にして，
大いなる黙示録を飾る異なる登場人物，
永遠を指し示す，異なるタイプにして，異なるシンボル，
最初にして最後，真ん中にして果てしなきもの，なり附。
このー者は，この世の魂にして，宇宙に内在する理性であり，全自然の源
にして，永遠のエネルギーである。それは，天でも，地でもなく，日の光で
も，嵐でもなく，かえってまた別の本質，おそらくは，天則リタが実体化し
たもの，無垢なる女神アーディティが霊化したもの，呼吸無き一つの気息な
のだ附。私たちは，それを見ることも出来ず，それを十分に説明すること
も出来なL、。詩人は，感動的な誠実さをこめて，次のように結論づけている。
「これらの事象を生み出した者の姿を私たちが目にすることは，絶えてない
だろうJ.I私は，自分の心に住む，ひとりの無知なる愚か者として，神々の
陪れた住まいを尋ね求める。一一自分では突き止めることが出来なかったの
で，すでに突き止めているかもしれない賢者たちに尋ねてみる。知ろうとし
たところで，分かりはしないのにH ・..Jl07)と。それは，あらゆるもののうち
に住み着いて，それらすべてを動かしている，至高の実在であり，普識となっ
て顔を赤らめ，雲の美しさとなってさっと吹き出し，嵐となって自らの力を
披濯し.~に星々を据え置く，本当のー者なのだ。 だとしたら，ここには，
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まこと
あらゆる神々のうちの唯一の神である， 真の神をめぐる直観がーーいっの
日にも素晴らしい直観だとはL、え，まことのヴィヅョンが得られたのは，心
の歴史のごくごく早い朝まだきであったところから，とりわけ素晴らしいと
言ってよい直観が一一働いていたことになる。このーなる実在を前に，アー
リヤ人とドラヴィダ人の，ユダヤ人と異教徒の， ヒンドゥとムスリムの，ク
リスチャンと異端者の区別は，すべて消え去ってしまう。ここには，すでに，
一つの理想をめぐる束の聞のヴィジョンが働いているのに，そのヴィジョン
に照らせば，今あるのは，地上のあらゆる宗教にとっての完壁な日を指し示
す，おぼろな影ばかりである。一者が多くの名前で呼ばれる。「僧侶も詩人
も，ただーなる隠れた実在を，言葉をもって，多くのものに仕立ててしま
う」刷。人は，この広大無辺な実在をめぐっては， ごく不完全な観念を形成
するほかない。人の魂の願いも， r私たちがたまたまこの地で崇敬すること
になった神像，アイドル」という名の不十分な観念で，十分満足してしまう
もののように思われる。しかし，どんな二つのアイドルも，まったく同じで
はありえないのは，どんなこ人の人間も，まったく同じ観念を抱いているわ
けではなL、からだ。私たちがそれによって実在を表現しようとするシンボル
をめぐって，たがいに喧嘩をするなど，愚の骨頂である。ただー柱の神が，
その働く領域の違いや，神を求める魂の好みの違いなどによって，別様に呼
ばれているだけだからだ。しかしこの見解は，人気の高い宗教にとっては，
あまり都合のよいものではないなどと，見なしではならなL、。これは，一つ
の深甚な哲学的真理の，啓示であるからだ。イスラエルにも，同じ啓示が下っ
た。「汝の神なる主は，一つである」。プルタルコスも言っている。「あらゆ
る国家の上に，一つの太陽と一つの空が存在し，多くの名前のもとに，一つ
の神格が存在する」と。
おお，多くの者が一つの名で呼ぶ，この上もなき栄光に満ちた神よ。
果てしなき年月そ通じて同じき者にとどまる，自然の偉大なる王よ。
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めい
御身の公正なる命によりて，一切をコントロールしたまえる全能者，
めでたきゼウスよ。あらゆる国に住まう御身の生き物たちは，
すべからく，御身に向かつて呼びかけるをもって，旨とすべし附。
リグ・ヴェーダのこういう一元論について， ドイツセンは次のように記し
ている。「ヒンドゥの人たちは，他の国々のそれとは本質的に違う方法で，
こういう一元論に到達する。エジプトでは，さまざまな地方神を機械的に同
一化することで一神教に到達したのであり，パレスチナでは，幾重ものヴェー
ルを透かして統ーを眺めるという，より哲学的な道に則って一神教に到達し
たのではなく，自分たちの国民的な神ヤハウエーのために，他の神々を禁止
して， これらを崇拝する者たちを迫害することで，一神教に到達したの
だJlO)と。マックス・ミューラーは，次のように言っている。「リグ・ヴェー
ダのサンヒターの集成が終わったのがいつであれ，すでにそれより前に，男
性でも女性でもないーなるもの，一者しか，存在しないのだという確信が，
形成されていたのである。人格性と人間性のあらゆる状態と限定を遥かに超
えてはいるのに，それでもやはり，事実上はインドラ，アク、、ニ，マータリシ江
ヴァンという名前が意味し，いや，生き物たちの主，プラジャーパティとい
う名前さえもが意味している当の存在しか，存在しないのだという確信が。
実際，ヴェーダの詩人たちは，アレクサンドリアのキリスト教哲学者たちの
あるものが，今一度到達することになる，とは言え，今でさえ，クリスチャ
ンを名乗る多くの人たちには，手が届かないような，神性をめぐる一つの考
え方に，すでに到達していたのであるJllll。
リグ・ヴェーダの進んだ讃歌の中には，至高者を，無造作に「彼」もしく
は「それ」と呼んでいるものもある。西洋哲学の際立った特徴でもあれば，
東洋哲学の際立った特徴でもある，一神教と一元論の聞をはっきり揺れ動く
現象が，思考の歴史では，ここにおいて初めて顕かになったのだ。哲学の，
姿も人格も感情も欠いた，同じ純粋な存在が，情緒的人聞の，温かい血のみ
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なぎるハートによって，優しく恵み深い神格として，崇拝されたのである。
これは，避けられないことである。一般に宗教意識は，有限な意志と無限な
意志というこつの意志の聞の，対話もしくは交感という形をとるからだ。そ
こには，神をして，有限な人間に対する無限の人格とする傾向がある。けれ
ども，神をして，多くの神々のーっとする，こういう考え方は，哲学の最高
の真理ではない。だが，それでも，自分たちの原理を極端な結論にまで推し
進めることを願う，僅かな数の過度に論理的な人たちにとっては別として，
人格的な神を欠いた宗教というのはありえなL、。哲学者でも，最高の実在を
定義せよと求められでも，より低いレヴェルに還元されるような用語を用い
るしかなL、。人は，自分の有限な力では， r普遍的な霊魂Jの超越的な広大
さをカヴァーすることなど，できないことを知っている。それでも人は，自
分流のささやかな仕方で， r永遠者」を説明するほかないのである。人は，
自分の限界に縛り付けられて，一切万物の，広大かっ崇高で，いわく言い難
い源とエネルギーを，やむなく，不十分な絵の中に押し込めるしかない。人
は，自分の満足のために，神像もしくは偶像をつくり上げてしまうのだ。人
格というのは一つの限定ではあるが，それでも，人格的な神しか，崇拝対象
とはなりえない。人格性は，自己と非自己の区別を含意しているところから，
存在する一切を含んで，これをみずから抱きとめるといった「存在者」には，
適用できないからだ。人格的な神というのは， 真の生きた神の最高のシン
ボルではあっても，やはり一つのシンボルである。形のないものに形が与え
られ，非人格的なものが人格的なものとされるのであり，主る所に存在する
ものが，局所的住まいに回定され，永遠なるものに時間的しつらえが与えら
れるのだ。絶対者が崇拝対象に還元された途端，それは絶対より以下のもの
になってしまう。「神」は，有限な意志との実際的な関係を持つためには，
「絶対者」より以下のものでなくてはならないが， r神」が「絶対者」より以
下のものであれば， r神」は，どんなに有力な宗教においても，崇拝対象と
はなりえない。「神」が完ぺきな存在であれば，宗教は成り立たず， r神」が
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不完全な存在であれば，宗教は有力なものとはなりえなL、。私たちは，有限
な「神」を相手にしたのでは，平安に満ちた喜びをも，勝利の確信をも，宇
宙の究極の運命への信頼をも，抱くことはできなL、。真の宗教は「絶対者」
を要求する。そこで，人気の高い宗教と人気の高い哲学の双方の要求に応え
るために.r絶対的霊魂」が，無差別的に.r彼」とよばれたり， rそれ」と
呼ばれたりすることになる。事情は， ~ウパニシャツド』においても， ~パガ
ヴァッド・ギーター』においても，さらには「ヴェーダーンタ・スートラ』
においても，皆同じである。私たちはこれを，有神論的要素と一元論的要素
の意識的な妥協にまで抑え込んだり，何か言い逃れ的な思考にまで抑え込ん
だりする必要はない。何故なら，一元論的な考え方でも，最高の宗教的スピ
リットを育てることが，出来るからだ。「神」への祈りを，この世を支配す
る「至高の霊魂」をめぐる黙想に，切り替えるだけでよL、。この世に，的確
ではあっても，惜しみのない仕方で感動を与えてくれる，愛をめぐる黙想、に，
切り替えるだけで。ひとの部分的な心と「絶対者」の全体的な心同士の共感
が，最高の宗教的感情を産み出してくれるからだ。「神」に対するこのよう
な理想的な愛と，充満する美と善をめぐる膜想が，心を宇宙的感情で満ーたし
てくれる。たしかに，そのような宗教は，まだそこに到達して，その力をあ
りありと感じていない人たちには，あまりにも冷たく，あまりにも知的であ
るように思われたとしても，哲学的にも正当だと認められる宗教は，他には
あり得なL、。
これまで地上に現われた宗教の形態は，どんなものも，人間の心情に発す
る根本的欲求に応えるものであった。ひとは，頼りにすることが出来るよう
な，自分を超えた力に，つまりは，自分より偉大であるため，みずから崇拝
することが出来るような「絶対的存在，一者」に，憧れる。ヴェーダの宗教
のいくつかの段階の神々は，人間の，成長しつつある欲求や欲望をはじめ，
手探りを重ねる心や，探求を続ける心情などの，反映である。人は，自分の
祈りを聞いて，捧げものを受け入れてくれる神々がいてくれたらと，切に願
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うこともあるが，私たちは，この処方議に応えてくれるような神々を，すで
に持っている。つまりは，自然主義的な神々や，神人同型向性説的な神々が，
それである。だが，それらの神々は，唯一の「至高者」が採る多様な表現な
のだと雷うことで，それらの神々を，人間の心に向かつてどんなに正当化し
ようと，その，どの一つも，最高の考え方には応えてくれなかったのである。
そこで，ひしめく神々の聞に散乱していた光線が，人聞の心情の休むことを
知らない渇望と懐疑心をやっと満たしてくれるような，名前を欠いた「唯一
の神」というとてつもない栄光に，集約されることになる。「ヴェーダ」の
前進ば，この究極の実在に帰着するまでは，止まることはなかった。讃歌を
通して具体的に認められる宗教的思考の成長は，典型的な神々に言及するこ
とで，その跡を辿ることが出来る。(1)ディヤウス，自然崇拝の最初の状態を
示している。 (2)ヴァルナ，その後の高度に道徳的な神。 (3)インドラ，征服と
支配の時代の，自分本位の神。 (4)プラジャーパティ，一神教徒の神。 (5)ブラ
フマン，これら四つの低位の神々すべての，極致。この進み行きは，論理の
展開にも，時代の順にも，当てはまる。ただし，ヴェーダの賛歌では，これ
らの神々が，論理的な配列や時代の順序など少しも考えずに，無造作に並列
されている。同じーっの讃歌が，これらの神々すべてを指し示していること
もある。ただそれは， リグ・ヴェーダのテクストが書きおろされた時には，
こうした思考の段階が，すっかり辿られた後のことで，人々は，その矛盾に
は少しも気付かずに，これらの神々に，一部もしくは全面的に執着していた
ことを，示しているのだ。
第一部第E章つづく
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